
               

 

 

令和２年度 先導的官民連携支援事業に 

採択されました 
～官民連携事業の導入可能性判断に必要な情報整備の調査を行います!!～ 

 

  国土交通省では、インフラの老朽化対策や大規模災害に備える防災・維持更新を的

確に進めるため、官民連携事業の導入検討支援を実施しています。和歌山市では、終

末処理場における官民連携事業の導入可能性調査を実施するため、「先導的官民連携支

援事業」に応募し、採択されました。 

 

〇目的  

下水処理場における施設改築を行うにあたり、予めコンセッション方式の導入に係る

検討を了していることが、社会資本整備総合交付金等の交付要件化されているため。 

 

〇検討の内容 

 現在、和歌川終末処理場は、昭和 48年に建設を開始し、47年を経過しています。施

設は著しく老朽化が進み、持続的、安定的な機能確保のため、改築更新を行うことが喫

緊の課題となっています。このため、中央・和歌川終末処理場の改築や統廃合を対象

に、官民連携事業の導入可能性判断に必要な調査・検討を実施します。 

   

〇スケジュール 
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